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❶�

「
復
興
す
る
」ま
ち
づ
く
り

　

 　

仮
設
住
宅
入
居
者
や
み
な
し
仮
設
住

宅
入
居
者
な
ど
の
恒
久
的
な
住
ま
い
の

確
保
や
、
被
災
者
の
生
活
見
守
り
活
動

を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
災
害
に

強
い
都
市
構
造
の
構
築
と
拠
点
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
、
社
会
基
盤
の
早

期
復
興
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

❷�

「
育
て
る
」ま
ち
づ
く
り

　

 　

子
ど
も
た
ち
が
幅
広
い
知
識
と
教
養

を
身
に
付
け
、
豊
か
な
人
間
性
と
健
や

か
な
身
体
を
育
め
る
よ
う
に
、
安
全
で

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
と
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❸�

「
住
み
続
け
る
」ま
ち
づ
く
り

　

 　
　
　

　

 　

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
環
境
の
向

上
、
防
犯
・
災
害
対
策
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
さ
し
よ
り
野
菜
事
業
で

健
康
的
な
生
活
を
推
進
し
、
食
品
ロ
ス

を
な
く
す
30
・
10
運
動
も
引
き
続
き
推

奨
。風
し
ん
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

❹�

「
持
続
す
る
」ま
ち
づ
く
り

　

 　

企
業
誘
致
を
継
続
し
な
が
ら
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
農
林
業
、
水
産
業
、

商
業
な
ど
の
基
盤
の
保
全
、
生
活
に
必

要
な
機
能
を
中
心
部
に
集
め
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
形
成
、
幹
線
道
路
網

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

❺�

「
選
ば
れ
る
」ま
ち
づ
く
り

　

 　

交
流
人
口
や
移
住
・
定
住
者
の
増
加
、

「
ち
ょ
う
ど
い
い
！
」と
実
感
で
き
る
環

境
や
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

 　

観
光
分
野
で
は
、
来
訪
者
の
動
向
を

見
極
め
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、

戦
略
的
な
観
光
推
進
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
稼
げ
る

観
光
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

❻�

「
活
躍
す
る
」ま
ち
づ
く
り

　

 　

住
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
、
全
て
の
市
民
が
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

 　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
や
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支

援
、
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　2月18日、市議会定例会で守田市長が示した今年度の施
政方針。市が目指す将来都市像「ちょうどいい！住みやすさ
を実感できる都

ま ち

市・宇城」の実現に向けた6つのまちづくり
施策を中心に、市が歩む未来や取り組む事業などの概要を紹
介します。

施 政 方 針

復
興
を
最
優
先

　

熊
本
地
震
発
災
か
ら
約
３
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
と
生
活
の
再
建
を
最

優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
社
会
基
盤

の
整
備
や
地
域
産
業
の
再
生
、
災
害

公
営
住
宅
の
整
備
な
ど
、
復
興
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
い
ざ
、
復
興
へ
～
市
民

生
活
を
最
優
先
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
平

成
29
年
3
月
に
策
定
し
た「
第
2
次

宇
城
市
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、
市

が
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
て
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復

興
を
最
優
先
に
、
市
民
生
活
の
安
定

に
つ
な
が
る
事
業
を
優
先
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま

い

進

し
て
い
き
ま
す
。

日
本
経
済
と
国
政
の
動
向

　

内
閣
府
の
経
済
報
告
に
よ
れ
ば
、

景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と

基
調
判
断
さ
れ
て
お
り
、
先
行
き
に

つ
い
て
も
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改

善
が
続
く
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果

も
あ
り
、
同
じ
く
回
復
が
続
い
て
い

く
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
政
府
は

経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
双
方
を

同
時
に
実
現
す
る
た
め
に
、「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

１
８
」「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
」

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
全
て
の
世
代
が
安

心
で
き
、
活
躍
で
き
る「
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
」を
実
現
す
る
た
め
、

労
働
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
制
度
全

般
の
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
10

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
を
控
え
、
経
済
財
政
運
営

に
万
全
を
期
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
行
財
政
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
業
務
改

革
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化

な
ど
の
地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
な

ど
の
老
朽
化
対
策
と
い
っ
た
適
正
管

理
、
財
政
状
況
の「
見
え
る
化
」、
公

営
企
業
会
計
の
適
用
拡
大
と
経
営
改

革
な
ど
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
は
着
実
に

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
市
民
が
本
格

的
な
生
活
再
建
を
果
た
し
、
完
全
な

復
興
と
認
識
す
る
ま
で
に
は
、
今
ま

で
同
様
に
多
く
の
時
間
と
財
源
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
普
通
交
付
税

縮
減
後
の
財
政
運
営
に
備
え
る
た
め

に
蓄
え
て
き
た
財
政
調
整
基
金
を
前

倒
し
で
取
り
崩
し
て
お
り
、
来
年
度

以
降
、
安
定
し
た
財
政
運
営
の
下
で

復
興
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に

は
、
真
に
必
要
な
事
業
へ
の
選
択
と

集
中
、
効
率
的
な
予
算
の
執
行
を
不

断
の
取
り
組
み
と
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
に
伴
う
市
税

な
ど
の
減
少
や
普
通
交
付
税
の
段
階

的
縮
減
に
加
え
、
社
会
保
障
関
係
経

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
、
更
新
費
用

の
増
大
な
ど
、
歳
入
歳
出
の
両
面
で

厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
下
に
あ
っ

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
課
題
や

大
型
事
業
、
復
興
事
業
へ
の
対
応
に

手
を
抜
く
こ
と
な
く
、
市
民
要
請
に

応
え
て
い
く
た
め
に
、
生
活
の
基
盤

と
な
る
産
業
振
興
、
教
育
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
な
ど
の
分
野
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
と
超
少
子
高
齢

化
が
現
実
と
な
る
近
い
将
来
に
お
い

て
、
子
育
て
施
策
や
教
育
環
境
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
内
外
の
方
々

か
ら
選
ば
れ
、
住
み
続
け
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
を
目
指
す
べ
く
、
教
育
分

野
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
市
が
目
指
す
将
来
都

市
像「
ち
ょ
う
ど
い
い
！
住
み
や
す

さ
を
実
感
で
き
る
都
市
・
宇
城
」の

実
現
に
む
け
た
６
つ
の
ま
ち
づ
く

り
、「
復
興
す
る
」「
育
て
る
」「
住
み

続
け
る
」「
持
続
す
る
」「
選
ば
れ
る
」

「
活
躍
す
る
」ま
ち
づ
く
り
施
策
分
野

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
改
革

　

今
年
度
、
合
併
算
定
替
の
最
終
年

度
を
迎
え
ま
す
。
合
併
特
例
債
の
期

限
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
の
再
建

が
本
格
化
す
る
時
期
が
考
慮
さ
れ
、

２
０
２
４
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
・
超
少
子

高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
た
地
方

自
治
体
の
運
営
は
、
ま
す
ま
す
厳
し

い
局
面
を
迎
え
ま
す
。

　

時
に
は
断
腸
の
思
い
で
実
行
し
て

き
た
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
職
員
数

の
削
減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
民

間
委
託
な
ど
の
成
果
は
、
市
財
政
状

況
の
下
降
傾
向
か
ら
の
脱
却
に
つ
な

が
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
宇
城
市
の
輝
く
未
来
の

た
め
に
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

進
め
、
全
力
で
市
政
運
営
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

23456 1 重
点
施
策�

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り

さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
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